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生活・生業の変遷からみる重要な文化的景観構成要素の抽出と管理・運営の方向性
‐別府市鉄輪・明礬温泉地区の重要文化的景観指定に関する研究‐



別府市 鉄輪・明礬温泉地区には
豊富な温泉資源に関連した
生活・生業による湯けむり景観がある。

一連の研究において
生活・生業の変遷をふまえた上で、今後保存すべき

特に重要な文化的景観構成要素を抽出し

今後の管理・運営の方向性を導出する

研究の背景・目的

目的

鉄輪・明礬温泉地区を重要文化的景観に指定する動き

２００８年度の研究

・文化的景観を構成している要素の抽出
・原風景形成期間の抽出
・景観認知像の分類



研究の方法

鉄輪・明礬地区における住民の意見抽出

保存すべき重要ゾーンの抽出

管理運営の方向性の導出

・生活・生業による特徴把握

・ワークショップの開催

・原風景形成期から

空間利用の保たれているゾーンの把握

重要な文化的景観構成要素の抽出



生活・生業による景観構成要素の分類

・ 外来者、住民の要素評価
・ 歴史・文化的裏付け

鉄輪地区 66要素
明礬地区 30要素文化的景観を構成する景観構成要素

2008年度論文
重要文化的景観における景観構成要素の抽出と
その保存価値の分析に関する研究

2008年度論文
生活・生業に関連した空間利用の変遷と
それに伴う景観の変容

・ヒアリング ・文献調査など

対象地区の文化的景観の特性が築かれた期間を

“原風景形成期間” として抽出

明礬

鉄輪 原風景形成期一期

1910 ‐ 1972

1885 ‐ 1936

19001800 2000

1910 ‐ 1949
1950 ‐ 1972
原風景形成期二期



原風景形成期一期
1910 ‐ 1949

生活・生業による景観構成要素の分類

・ 外来者、住民の要素評価
・ 歴史・文化的裏付け

鉄輪地区 66要素
明礬地区 30要素文化的景観を構成する景観構成要素

2008年度論文
重要文化的景観における景観構成要素の抽出と
その保存価値の分析に関する研究

2008年度論文
生活・生業に関連した空間利用の変遷と
それに伴う景観の変容

・ヒアリング ・文献調査など

対象地区の文化的景観の特性が築かれた期間を

“原風景形成期間” として抽出

明礬

鉄輪
1910 ‐ 1972

1885 ‐ 1936

19001800 2000

1950 ‐ 1972
原風景形成期二期

景観構成要素の生活・生業への関わりを
ヒアリング・文献調査によって明確にする

今後保存すべき

特に重要な文化的景観構成要素を抽出



①生活・生業との関連性

生活・生業のなかで使用されてきた要素

生業のなかで使用されてきた要素

温泉

旅館・貸間

地獄

生活
・

生業

の中で使用されてきた要素



②原風景形成期との関係

原風景形成期からの
存在の有無



③管理・運営方法と住民との関係

地域住民による
管理・運営区営の温泉



特に重要な文化的景観構成要素を特定

過去に①、②に該当したが、機能が変化し現在は該当しない要素

文化的景観の定義に基づき、
生活や生業との関係性を重視

①，②

③

地域独自の生活・生業と関係があり、
その機能が現在まで継続されている要素

過去 現在

３つの要件を設定し、これらを満たす要素を重要な文化的景観構成要素として抽出

③

①

② 地域独自の生活・生業とは関係がないが、
対象地域の形成や歴史的変遷を理解する上で不可欠な要素であり、
その機能が現在まで継続されている要素



① 地域独自の生活・生業と関係があり、その機能が現在まで継続されている要素

地獄釜

湯の花小屋

湯けむり装置



温泉 旅館・貸間

②地域独自の生活・生業とは関係がないが、対象地域の形成や歴史的変遷を
理解する上で不可欠な要素であり、その機能が現在まで継続されている要素



遺構

③ 過去に①、②に該当したが、機能が変化し現在は該当しない要素

熱の湯の湯元跡 洗濯場



③ 過去に①、②に該当したが、機能が変化し現在は該当しない要素

遺構
熱の湯の湯元跡 洗濯場

ワークショップにより、
今後の管理・運営についての住民意見を抽出

鉄輪 ：47要素

明礬 ：18要素

得られた住民意見を
管理・運営方法の変遷のタイプ別に考察



・個人の管理・地獄釜

・個人の管理
・後継者不足の改善

・旅館・貸間
・地獄
・湯の花小屋

管理方法の持続を不安視する意見が存在。

→ 今後、他の主体による管理方法を考える必要性がある。

過去に地域住民で管理され、現状は個人により管理・運営されている要素

過去から現在まで、個人により管理・運営されている要素



現状で地域住民により管理・運営されている要素

現状の管理方法が地域のなかで定着している。

・地域住民の管理・区営の温泉、指定管理者を有する温泉
・神社 （各町内から選ばれる２名、計14人）



過去から現在まで、市役所により管理・運営されている要素

今後、管理方法を見直す必要性があり、
地域住民による管理への移行も解決策の一つとして挙げられる。

・ルールづくりや有料化などが必要

現状の問題点を指摘する意見が聞かれた。

・市営温泉



整備・活用の方針

遺構や廃屋となった旅館・貸間などについて
他用途への利活用を検討する必要性がある。



2008年度論文

保存すべき重要ゾーンの抽出

空間利用の変遷図

住民・外来者に好まれるとされた景観のうち、

視距離が1000㍍以上のシーンの視野範囲

原風景形成期 - 現在

空間利用が保たれている部分を特定

可視頻度図

＋
2008年度論文

保存すべきゾーン
を特定

＋ 古地図



鉄輪

・道沿いに存在する共同温泉を中心に、旅館が分布

旅館・貸間

地獄

共同温泉



鉄輪鉄輪

・南部ほど可視頻度が高い・道沿いに存在する共同温泉を中心に、旅館が分布



明礬

旅館・貸間

湯の花小屋



明礬明礬

・商業色の強い部分と可視頻度の高い部分が一致。

・現在まで栄えてきたゾーンを中心に保存していくことが望まれる。



空間利用の変遷図、可視頻度図により、保存すべき重要なゾーンの把握

今後のゾーニングを定める上で、有用な知見を得ることが出来た。

ヒアリング、文献により、景観構成要素の特性把握

→ 重要な文化的景観構成要素の抽出

→ 今後の管理・運営や整備活用についての

有用な知見を得ることが出来た。

鉄輪温泉地区 ：47 明礬温泉地区 ：18

ワークショップにより住民の意見抽出

総括

生活や生業と関わりのある多くの要素によって

複合的に構成されていることが明らかとなった。







生活のなかで使用されてきた要素

生業のなかで使用されてきた要素

：住民により商売以外の日常生活のなかで使用されてきた要素

：湯治客や観光客を含めた外来者により使用されてきた要素



③ 過去に①、②に該当したが、機能が変化し現在は該当しない要素

文化的景観の定義

① 地域独自の生活・生業と関係があり、
その機能が現在まで継続されている要素

② 地域独自の生活・生業とは関係がないが、対象地域の形成や
歴史的変遷を理解する上で不可欠な要素であり、その機能が
現在まで継続されている要素

重要な文化的景観構成要素の抽出要件

地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地で

我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの

（文化財保護法第２条第１項第５号）



ワークショップ概要

鉄輪 日程：2010年1月12日 参加者：鉄輪地区および地区周辺居住者18名

明礬 日程：2010年1月21日 参加者：明礬地区および地区周辺居住者11名



鉄輪温泉地区

全66要素中47要素抽出



明礬温泉地区 全30要素中18要素抽出



WS集計
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